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海水中で優勢な脱窒細菌 Marinobacter　spp ．の 脱窒遺伝子群 （nirS

お よび nosZ ） とその 分布　
一
海水中の 脱窒細菌の 生態に 関する

一
考察

　 よ し なが い くお 　 き ど ま さ ひ で 　 お か だ け ん た ろ う　 うちだ あ り っ ね
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【目的】海洋の 窒素化合物の 動態は ， 植物プ ラン ク トン による炭酸同化活性に影響 し
， さら

には大気中の 炭酸ガス 濃度や地球全体の 気候 ・環境をも左右す る。 さらに陸域か ら過剰に供

給され る窒素化合物は沿岸海域の 富栄養化を引き起こ し， 赤潮や貧酸素域の 拡大などの 環境

悪化の 原因 となる 。
こ の よ うに海洋の 窒素化合物の 動態は様々 な局面で重要であるにも関わ

らず ， 窒素循環に関わる海洋微生 物につ い て 知見は
， 陸上の それ と比較 して 少ない。脱窒は

海域か らの ほ とん ど唯
一

の 窒素放出経路で あるが ，

一
方で脱窒の 過程で 産生 され る亜酸化窒

素ガ ス （N20）は強力な温暖化ガ ス で あ り
，

か つ オ ゾン 層破壊ガ ス で もある。　N20 の 発生源 と

して の海洋の 比重も無視で きない 。 我々 はこれ まで に ， 特に情報が乏 しい 海水中の 脱窒細菌

の 分布 と種組成お よび N20 の 収支 に関わ る遺伝子群 （NO2　reductase 　gene ，　 nirS と N20

reductase 　 gene ，
　 nosZ ）を解析 し， 比 較的酸素の豊富な表層海水中には海洋底土や森林土壌

な どとは系統的に異なる脱窒細菌 と脱窒関連遺伝子 が優 占してい る こ とを報告 した。今回 は

海水中で 脱窒細菌優占種と考え られ る Marinobac亡θr 属の 2 種の 細菌か ら nirS と n ・ sZ の 全

長お よび上流配列の
一

部を決定す る とともに ，
これ らの 脱窒細菌の 生態や今後の 研究課題に

つ い て 考察する 。

【方法】1999年に播磨灘の海水中か ら分離 した 2 種の Marinobac亡er 属の脱窒細菌 HS7株 と

田 7 株の ゲノム DNA か ら既知の 配列 データを基に設計 した複数の プライ マ
ーを用い て 目的の

遺伝子断片を PCR増幅 し ， 塩基配列を決定 した。また決定 した塩基配列か ら T自qMan シ ス テ

ム を設 計 し ，
real

−time 　RT−PCR 法によ っ て脱窒遺伝子 の 発現誘導を確認 した 。

’
さらに海岸

岸壁や浮泥，懸濁粒子 などの試料中の脱窒細菌や脱窒関連遺伝子 の分布を調 べ ，そこ か ら得

られた知見か ら海水中の 脱窒細菌の 生態 を考察 した 。

【結果 と考察】2 種の海洋性脱窒細菌の nitS と nosZ はい ずれ も Pseudomonas属の脱窒細菌

と比較的近縁ではあるもの の
， 新規な遺伝子であ り， 硝酸や亜硝酸存在下で発現誘導され る

こ とを明らか に した。脱窒細菌は 16S・rDNA に よる系統の なかで広 範囲に分布 して い るため，

これ まで水平伝播 してい る可能陸が考えられてい た が ， 両遺伝子の 系統的位置は 16SrDNA に

よるそれ と良く似て お り， 上記の 仮説を否定す る結果 とな っ た。また
， 浮泥や植物プ ラン ク

トン を含む海水中の 微ノ亅懸 濁粒子が海水中の 脱窒細菌に とっ て重要な生息場 となっ て い るの

で はない か と考え， 現在，懸濁粒子 を中心 とした微環境におい て脱窒細菌の 分布や関連遺伝

子 の発現の有無を検出する手法を構築 しよ うとして い る 。
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